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市では、ごみの減量化や資源の有効利用を目的として、町内会や市民団体（営利を目的としない団体）
が廃品回収を実施した場合、奨励金を交付しています。
資源の種類により奨励金単価は異なりますが、回収した資源物の量と廃品回収の実施回数が多いほ
ど、奨励金額が高くなります。

ごみ分別マスコットキャラクター
「エコひまちゃん」通信

問い合わせ
環境生活課廃棄物対策係（名寄庁舎１階）
　01654③2111
　（内線3121・3123~3125）

廃品回収を行った町内会などに奨励金を交付しています

手続きの方法手続きの方法

●Ａ町内会、実施回数が２回の場合、奨励金額は実績割として＋2,000円となります。
●Ｂ町内会、実施回数が10回の場合、奨励金額は実績割として＋10,000円となります。

１市民参加

名寄市自治基本条例

２ 情 報 共 有

名寄市自治基本条例

３連携・協力

名寄市自治基本条例

４コミュニティ自治

名寄市自治基本条例

▲子ども会による廃品回収のようす

廃品回収は、資源物の
リサイクル率の向上につながります。
廃品回収を実施していない町内会や団体に
おいても、ぜひ取り組んでいただき、
その後は奨励金の交付申請を
お願いいたします。

①町内会や団体が新聞紙・缶・びんなどの
　資源物を廃品回収で集め、古物商の許可
　免許を有する再生資源回収業者に引き
　取ってもらいます。

③１年間の活動（廃品回収）が終わった
　ら、奨励金の申請書と１年分の精算書を
　環境生活課廃棄物対策係に提出します。

②再生資源回収業者から、資源物の種類や
　回収量が記載された用紙（精算書）を受
　け取ります。

④市が奨励金額を算出し、奨励金を交付し
　ます。（指定口座に振り込み）

奨励金額の例奨励金額の例

Ａ町内会

Ｂ町内会

1,000㎏

5,000㎏

（Ａ）
5,000円

（Ｄ）
25,000円

1,000㎏

5,000㎏

（Ｂ）
2,000円

（Ｅ）
10,000円

（Ｃ）
2,000円

（Ｆ）
10,000円

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
9,000円

（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ）
45,000円

奨励金額
（①×５円）

奨励金額
（②×２円）

回収量
（①）

回収量
（②）

アルミ缶・スチール缶 び　ん
実績割 奨励金合計

※実施回数が１回の場合、実績割の加算はありません。
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